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細菌感染  01EDi＄eaSe  

hfoma加n19（10）  
2006年3月9日   

柑  2008／8／16  68018  泉工医科工業株  へ／りン  豚小腸粘膜  中国   製造工程  有  無  無  口蹄疲  ProMED－  ベトナム当局者は2006年1月11日、ベトナム南部で口蹄  
式会社   m8i120060111．009  

5  が、死亡したブタを調べたところ、コレラであることが判  
ProMED－  明した。2∞5年12月中旬以降、約380頭のブタがTien  
mi打20060112．010  

7  はロ蹄疫陽性であった。  

臼蹄疲  0IEDisoase  
lnform8tjon19（4）  
2006年1月26日   

い。感染源を調査中である。  

細菌蓼染  0IEDほeaSe  
lnfoma厄on19（6）  

2006年2月3日   

ロ蹄痩  OIEDisease  
hfoma七on19（15）  
2006年4月13日   

どの措定により、根絶した。  

細菌感染  0IEDisease  
Informaゼon19く24）  

2006年6月15日   

検体は陰性である。  

Informadon柑（10）  

2006年3月9日   

d
」
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6【引一定 ＿。タ疑し例131頭、死亡例46  
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（セロタイプAsial）が発生した。補休結合試験、  

の措置により、根絶した。  

年5月9日以降、1例の発生もなく、感染地域から 
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明した。感染源は豚肉、豚レバーと考えられた。またE  
びカテーテル  型肝炎ウイルス（HEV）に感染した患者次男の血液型が6  
滅菌済み中心静脈注射用  4歳男性に輸血され、受血者はE型肝炎を発症した。  
チューブ及びカテーテル  HEV－RNA解析を行ったところ、患者次男と受血書の配  
滅菌済み人工腎臓用留置針  列は一致した。本事例は市井の料理店でのHEV感染を  
膜聖人工肺   示唆する初の事例であり、またわが国のE型肝炎の疲  

学的データを非常によく反映している。  

HEV   臨床消化専内科  
2008：21：  多くは、土着化したE型肝炎ウイルス（HEV）による国内  
519－526   感染であり、感染源としてはブタ、イノシシ、シカなどの  

動物が注目されている（ただし輸血を除く）。土着HEV株  
の遺伝子型は3型と4型であり、前者は津軽海峡以南  
に、後者は北海道に多く存在する。分子時計解析によっ  
て、3型も4型も西暦1900年前後に日本上陸したと推察さ  
れる。  

2006：21：  と4型の土着株）の感染が蔓延状  
579－586  態にある。ブタからヒトへのHEV感染を示す直接的な証  

拠は得られていないが、実験的にブタからテン／くンジー  

への感染が立証され、ヒトHEVと塩基配列が10肌一致す  
るHEV株がブタから分放されていること、E型患者が多  
い北海道では多数の患者が発症1～2ケ月前にブタレ  
′トやホルモンの摂食既往を有し、市販のブタレバーか  
ら1．9刈7／363）の頻度でHEVが検出されている。ブタの肉  
や内巌を生、あるいは加熱不十分な状態で摂食した場  
合にはHEVに感染する可能性があると思われる。   

－19－   



ai120060520．1ヰ3  

らびに1998年に江蘇省で流行した時のヒトおよぴブ 
検休から単離した菌の遺伝子型を調べたところ、両 
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ーゼ使用胸部排液用  
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間宿主体内のメタセルカリアをヒトやイノシシが経口  

クワンテルがある。  

において自然発生した肺炭痘症例である。   
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現メカニズムについてエれまでは鳥のウィルスとヒト 

イブリッドゥイルス（遺伝子再集合体）が生じると考えら 

異なるメカニズムで出現しうることが示唆された。必 

きているとは言い難い。   

ヘパリン使用冠動脈濯流用力  

ヘパリン使用心室カニユーレ  
ヘパリン使用人二心肺回路用 

ヘパリン使用大静脈カニュー 
ヘパリン使用大腿動詞脈力  

ヘパリン使用大動脈カニユー 
ヘパリン使用汎用吸引用カテ 
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口蹄疫  ProMED20060313  
－0050   例が青海省Guinan県Dayu村で発生したと、3月12日に発  

表した。事例を報告した農場ではウシ19頭とブタ2頭が、  
同省の獣医学局によって処分された。農業省によると、  
感染は現在制圧されている。  

鳥インフル  
エンザ   reportN0．18）：2006年7月14日に発生した中国の新題ウ  

イグル自治区におけるH5Nlトリインフルエンザウイルス  

感染は、ニワトリの疑い例6000羽、死亡例3045羽であ  
る。  

一つ：／ツ  
ショック症候群により死亡した。」と述べた。この重症の  
免疫反応は、これまで一度もブタ連鎖球菌感染では認  
められていなかった。他の専門家は「トキシックショック  
症候群と診断され、ブタとの接触があった患者は全てブ  
タ連鎖球菌感染を粥べた方が良い。」と述べた。北京の  
中国科学院のGeorgeGao氏の率いる研究者らは、「主  
に四川省の204名が羅患した2005年の流行は唯一のも  
のではなく、1998年の中国江蘇省での流行と、よく類似  
していた」と報告した。1998年の流行では感染した25名  
のうち14名が死亡した。   
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